
【1】4ABCにおいて、辺 BC上 (両端を除く)に点 Pを取る。Pを通り辺 BAに平行な直線と辺 CAの交点

を Q,Pを通り辺 CAに平行な直線と辺 BAの交点を Rとする。BQと CRの交点を Sとし、QRと ASの交点

を Tとする。

この時∠TPBは Pの位置に依らない事を証明せよ。
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チェバの定理より、
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ここで RP // AC,QP // ABより、BR
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BP,PCの中点をそれぞれM,Nとする。

1©より、RT : TQ = BP : CP = 1
2
BP : 1

2
CP = MP : PN

∴RM // TP // QN (平行線と線分の比)

∴∠TPB = ∠RMB (同位角) · · · 2©
ここで、4RBP∽ 4ABC (2角相等)より4RBPの形は一定,故に4RBMの形も一定である。

故に∠RMBは Pの位置に依らない。

故に、2©より∠TPBは Pの位置に依らない。■

■研究 後に、放物線の 3接線系において本問の図が現れる。
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